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主な議案等の審査状況

〇 西尾駅東駅前広場の整備事業
〇 西尾未来共創拠点「ニコラボ」 審査状況などを報告
〇 名鉄西尾・蒲郡線対策事業

質 疑 等 市 の 答 弁

ＬＩＮＥ通報システム導入に
よる業務量は

より早く道路の穴ぼこなどの補修ができ、事故を誘発するような支障物件を事前に
補修できるなど大変有効。ほぼ職員対応のため業務量は増加傾向にある。
(15～20件/月)

河川防災ステーションの施設
稼働の実績や効果的な活用は

実績は、水防訓練や川と海のクリーン大作戦、防災ヘリコプターの訓練会場として
利用。効果的な活用は、水防災に関する防災学習と併せた分派堰(ぜき)の見学も実
施したい。賑わい創出のための周辺の交流拠点を結ぶウォーキングやランニング
コースの整備も実施していきたい。

旧吉良支所解体関係工事の
詳細は

旧吉良支所、旧吉良町公民館など、各建物の躯体解体工事、内装解体、設備撤去
外壁等アスベスト除去工事などで、解体後は敷地内の整地を予定。

マイナンバーカードの登録者数
と今後の登録推進策は

令和６年２月末現在で、12万6,336枚、人口に対する保有枚数率は74.2％です。
施設入所の高齢者などを施設職員が支援した場合の報奨制度の開始や個別訪問型の
出張申請支援なども引き続き行う。

学校茶摘み継続支援事業費
補助金の増額理由は

近年は手摘みではなく、機械刈り茶園が増加し、物価高の影響もあって、受け入れ
農家の費用負担が増加。学校茶摘みは80年を超える歴史を誇る伝統行事であり
これまで同様に継続し、後継者の育成と茶業の振興を図るためである。
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令和6年度「西尾駅東駅前広場整備事業」
まちなかにぎわいパートナー事業での、社会実験で使用した公共空間は

⓵西尾駅東駅前広場 ⓶みどり川左右岸 ⓷西尾駅西多目的防災広場

西尾駅東駅前
広場整備事業

３つの公共空間社会実験
■評価
・70団体の参加
・170以上のキッチン
カーのマルシェ

・2万3千人以上の来訪者
■フィードバック
・周辺住民アンケート
・フリートーク
⇒公民連携の推進

⓵
⓷

⓶
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西 尾 駅 東 駅 前 広 場 整 備 事 業

遊具
エリア

賑わい
エリア

老朽化

植木撤去
時計塔撤去

２階建駐輪場構想

活用しやすい・利用しやすい広場
■これまでの賑わい創出活動を踏まえ
効果検証を行う

・各種団体・周辺住民意見のすいあげ

⇒誰もが気軽に利用でき、楽しい
時間が過せる拠点づくり

面積1,500㎡
950台(97%)
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西尾駅東駅前広場アンケート結果

駅前広場をよく利用する世代が見えてくる 「使いやすい」「どちらとも言えない」で
80%占める

子育て世代の方が日常的に遊具利用

遊具については「増やす」「今のまま」が90%以上 望むものとして「遊具」「日よけ」
「飲食場」など

時計が故障、巨大地震を見据え撤去
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回答者：近隣町内会、西尾市公式LINE登録者

イベント参加者
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西尾駅東駅前広場整備事業（新規）
１ 事 業 年 度 令和６年度

２ 事 業 費 ２，０００万円

【財源内訳】
国 ８６０ 万円
地方債 １，２００ 万円
一 般 １２０ 万円

３ 事業の目的
西尾駅東駅前広場を活用し、多世代の人が交流できる
居場所として、魅力のある滞留空間や交流が生まれる
拠点づくりとなる広場の再整備を行い、中心市街地の活
性化を図る。

４ 事業の概要
西尾駅東駅前広場整備面積 0.74ｈａ
令和６年度 実施設計業務
令和７年度・８年度 整備工事
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https://nishio-
nicolab.jp/

8



こんなお悩みを無料で相談できます
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・平成19年以降、各種利用促進を展開してきた結果 ⇒ 右肩上がりで推移。

・しかし、コロナ禍による影響を受け、利用者は大幅に減少。

名鉄西尾・蒲郡線対策事業
★にしがま線の現状報告★

・名鉄西尾・蒲郡線：西尾～吉良吉田、吉良吉田～蒲郡 までの区間

・令和４年度赤字額：約７億８千万円
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★にしがま線の必要性★

・高齢者や学生など、交通弱者にとって絶対に欠かせない交通手段であること！

・西尾市・蒲郡市から名古屋市・岐阜市を結ぶ基幹的な公共機関であること！

・地域の活性化に必要な社会基盤であり、

もし廃線となれば西尾市の衰退が危惧されること！ など。

西尾高校生徒による
名鉄西尾・蒲郡線体感ウォーク

【もし鉄道が無くなってしまったら】

⚠移動に時間がかかるようになってしまう。

⚠送迎者の負担や交通渋滞が増え、環境面が危惧されてしまう

⚠行きたい学校、会社に行けなくなってしまう。

⚠地価の下落、人口流出や観光客が減り、まちが衰退してしまう。
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★にしがま線の今後の対策★

・名鉄西尾・蒲郡線利用促進業務 １，２８２万９千円 (令和６年度予算)

・鉄道施設維持管理費負担金 １億５，０６８万７千円 (令和６年度予算)

一時的な鉄道の利用促進だけではなく、西尾市の魅力を含めた
利用の検討を強く求めていきます。

地域が危機感を持ち、皆さんの想いを力に！

【具体的な取組み】

、・令和５年度に引き続き、様々なモビリティを活用し、にしがま線の利用促進につなげる。

・令和６年５月 ～１１月頃の間で、「おでかけきっぷ」企画を実施する予定。

⇒ おでかけきっぷは、小学生の親子のおでかけや夏休みの思い出作りのきっかけを提供すると

ともに、各公共交通機関(タクシー以外)の利用方法を学んでもらう目的がある。

（利用予定 ２，０００人）
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